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 第 24回日本植生史学会大会のご案内（最終報）  
第 24 回日本植生史学会大会を下記日程で開催します。 
◆日時 11 月６日（金） 午後：幹事会・評議員会 
 11 月７日（土） 午前：一般研究発表（口頭） 

   午後：公開シンポジウム・懇親会 
 11 月８日（日） 午前・午後：一般研究発表（口頭・ポスター）・総会 
◆会場 熊本大学工学部百周年記念館（熊本市・黒髪キャンパス南地区） 
◆主催 日本植生史学会・九州古代種子研究会 
◆大会実行委員 甲元眞之（委員長）・小畑弘己・宮縁育夫・仙波靖子・佐々木由香・佐々木尚子 
◆費用（当日，受付にてお支払いください） 
 参加費：一般会員 2,000 円 非会員 2,500 円 学生会員 1,000 円（要旨集代を含む） 
 懇親会費：一般会員・非会員 5,000 円 学生会員 3,000 円 
◆宿泊 熊本交通センター周辺に宿泊施設は多数ありますので，各自，早めにお申し込み下さい。 
◆申込締切 講演要旨締切 10 月 13 日（火）正午 必着（提出要領はニュースレターNo.18 を参照下さい） 
  大会参加・懇親会参加 10 月 20 日（火）正午 必着 
◆大会申込方法：メールのタイトルを「第 24 回大会申込み」として，次の事項を記載の上，taikai24@hisbot.jp 宛に
お申込み下さい。メールアドレスをお持ちでない方は，郵送もしくは Fax にて，〒860-8555 熊本市黒髪 2-39-1 熊
本大学埋蔵文化財調査室（Fax：096-342-3832）小畑弘己宛にお送り下さい。①氏名・所属, ②連絡先（住所，電
話番号，E-mail）, ③属性（一般会員／学生会員／非会員）, ④懇親会の参加／不参加 

◆会場案内 
＜JR 熊本駅から＞（新幹線・JR 特急つばめ利用） 
 都市バス：第１環状線〔駅１〕（大学病院・大江渡鹿経由）「子飼橋」下車徒歩 10 分 
 産交バス：楠団地，武蔵ヶ丘行き等「熊本大学前下車」 
＜JR 上熊本駅から＞（新幹線・JR 特急つばめ・有明利用） 
 都市バス：第１環状線〔駅２〕（子飼橋経由）「子飼橋」下車徒歩 10 分 
＜飛行機利用の場合＞ 阿蘇くまもと空港 
 タクシー利用：5000 円程度 
 リムジンバス利用：「通町筋」下車・道路向かいの同名バス亭より上記市内バス利用 
＜車利用の場合＞ 
 九州縦貫道「熊本インター」から 15 分・植木インターから 30 分 
＜参照：熊本大学ホームページ＞ 
 アクセス：http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/campusjouhou/ichizu/index.html 
 会場：http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/campusjouhou/shuyou_shisetsu/map_kurokami_2.html 
（ウェブサイト上の建物番号 20:百周年記念館，35：埋蔵文化財調査室） 
◆ 大会チラシ 日本植生史学会ホームページ（http://wwwsoc.nii.ac.jp/historbot）からダウンロードできます。掲
示・配布にご協力をお願いいたします。 

◆大会プログラム 
○11 月 6日（金） 
 15:30～17:30 幹事会（熊本大学埋蔵文化財調査室） 
 18:00～19:30 評議員会（熊本大学埋蔵文化財調査室） 
○11 月 7日（土） 
 8:30～ 受付 
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次号ニュースレターからメーリングリストによるメール配信となります。配信希望者はメーリングリスト登録アドレス
（hbnews@hisbot,jp）に会員名とアドレスを送信して下さい。 



           2 

 8:50～9:00 開会式（歓迎の挨拶） 甲元眞之（大会実行委員長・九州古代種子研究会会長） 
9:00～12:00 一般研究発表（口頭） 

口頭発表 A「生態，古生態，環境変動」 座長：寺田和雄 
 9:00 O-1 下部更新統狭山層産オニグルミ化石の産出状況 *福嶋 徹（GeoWonder 企画むさしの化石塾），百原 新

（千葉大） 
 9:15 O-2 奈良県五條市のブナとカラマツを含む晩氷期大型植物化石群 *百原 新（千葉大），三宅 尚（高知大），

山本浩久（岩手第二中） 
 9:30 O-3 中越沖地震海底古木の起源～新潟県上越市関川沿いの埋没樹木との関連性～ *佐藤芙美・中田 誠（新潟

大），古山利也（NPO法人関川水辺クラブ），卜部厚志（新潟大災害復興科学センター） 
 9:45 O-4 年輪解析に基づく猿ヶ森ヒバ埋没林の古生態と埋没プロセスの解明 *箱崎真隆（東北大），大和田めぐ

み（物質・材料研究機構），吉田明弘・星野安治・大山幹成・鈴木三男（東北大） 
10:00～10:15 休憩 
口頭発表 A「生態，古生態，環境変動」 座長：高原 光 
10:15 O-5 中央アルプス濃ケ池カールに堆積した後氷期堆積物の花粉分析 *中堀謙二（信州大），高橋寿恵 
10:30 O-6 阿蘇カルデラ北部域最終氷期以降の自然環境変遷と人々の生活空間 *長谷義隆（御所浦白亜紀資料館），

宮縁育夫（熊本大），佐々木尚子（地球研），春田直紀（熊本大），橘 昌信（別府大），湯本貴和（地球研） 
10:45 O-7 Holocene vegetation-fire history and human activity：a case study in the Lower reaches of Yangtze 

River, East China *Junwu SHU, Weiming WANG (Nanjing Institute of Geology and Palaeontology, Chinese 
Academy of Sciences) and Leping JIANG (Zhejiang Provincial Institute of Archaeology and Cultural Relics) 

11:00～11:15 休憩 
口頭発表 B「人と植物の関係史」 座長：百原 新 
11:15 O-8 縄文時代のアズキ（Vigna angularis） 中山誠二（山梨県立博） 
11:30 O-9 ２型をしめす遺跡出土種実類について─富ノ沢遺跡出土イヌビエ属種子の事例を中心に 住田雅和（歴博） 
11:45 O-10 長野県石行遺跡と神奈川県中屋敷遺跡出土土器における縄文晩期終末から弥生前期のアワ圧痕の同定  

*佐々木由香（パレオ・ラボ），中沢道彦（早稲田大先史考古学研），那須浩郎（総研大），米田恭子（パ
レオ・ラボ），小泉玲子（昭和女子大） 

12:00～13:00 昼食（12:30～公開シンポジウム受付） 
13:00～17:00 公開シンポジウム 
テーマ：「植物と人間の共生 －植物は栽培化（ヒトの関与）でどう変化したか－」 
オーガナイザー：小畑弘己（熊本大）・佐々木由香（パレオ・ラボ） 
趣旨：最近栽培植物とされる種実の土器圧痕や種実遺体が縄文時代の遺跡から頻繁に見つかるようになって，栽培化
された植物の認識が大きな問題となっている。そこで，人間の植物への関与とそれに伴う植物の形態変化を考古学資
料の中にどう読み取るのかを，とくに縄文時代の資料を対象に，出土種実の同定やタフォノミーといった問題にも触
れながら考察し，栽培植物の認識についての議論を深めたい。また，九州地域の縄文時代の栽培植物について基礎的
な資料を提示し，これらの起源や受容形態について，考古学的な状況も加えながら考察してみたい。 

13:00 趣旨説明 小畑弘己・佐々木由香 
13:10 S-1 栽培種と野生種はどこで見分けるか？－種実形態による識別の問題点－ 那須浩郎（総研大） 
13:50 S-2 縄文時代に堅果類は栽培されていたか？ 吉川純子（古代の森研究舎） 
14:30 休憩 
14:40 S-3 先史農耕を読み解く－近年の古民族植物学の理論と方法－ 小畑弘己（熊本大） 
15:20 S-4 九州地方縄文時代の栽培植物 栁田裕三（佐世保市教委） 
16:00  休憩 
16:15～17:30 総合討論 
18:00～20:00 懇親会 

○ 11 月 8 日（日） 

 8:45～ 受付 
口頭発表 B「人と植物の関係史」 座長：山本直人 
 9:15 O-11 残存デンプンの形態からみた旧石器時代および縄文時代の植物利用 渋谷綾子（総研大） 
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 9:30 O-12  縄文時代の「縄」の素材植物 *鈴木三男・小林和貴（東北大） 
 9:45 O-13  佐賀市東名遺跡と久留米市正福寺遺跡の出土遺物からみた北部九州における縄文時代の編組製品の技法

と素材 *能城修一（森林総研），佐々木由香（パレオ・ラボ），鈴木三男・小林和貴（東北大），西田 巌
（佐賀市教委），熊代昌之（久留米市文化観光部），山田広幸（宗像市教委） 

10:00～11:00 ポスター発表（奇数番号） 
11:00～12:00 総会 
12:00～12:45 昼食 
12:45～13:45 ポスター発表（偶数番号） 
口頭発表 A「生態，古生態，環境変動」 座長：江口誠一 
13:45 O-14 九州山地中央部御池周辺における過去 7000 年間の火事と植生変遷 *高原 光・酒井香里（京都府大），

河野樹一郎（産総研），佐々木尚子（地球研） 
14:00 O-15 阿蘇谷ボーリングコアの分析結果からみた完新世の植生変遷 *宮縁育夫（熊本大），杉山真二（古環境研

究所），佐々木尚子（地球研） 
14:15 O-16 植物珪酸体分析からみた中部ルソン島，パイタン湖における過去 1300 年間の人為活動と植生変遷 吉田

真弥（専修大） 
14:30 閉会挨拶 
15:00 巡検参加者集合 15:15 出発（予定） 
ポスター発表 
A「生態，古生態，環境変動」 
P-1 ネパール，カトマンズ盆地北部における 5 万年間の湖水準変動と植生変遷 *大井信夫（ＯＮＰ研究所），酒井

哲弥（島根大），田端英雄（応用里山研） 
P-2 北海道下川地域中部中新統モサンル層の化石林 *柏原孝輔・松本みどり（千葉大），寺田和雄（福井恐竜博） 
P-3 苗場山における後期更新世から完新世の古植生変遷とテフラ堆積記録 *星野フサ，片岡香子・卜部厚志（新潟

大災害復興科学センター） 
P-4 九十九里平野北部における完新世の古海況と植生変遷 *一木絵理・安 昭炫（東京大），村田泰輔（鳥取県埋文

センター），國木田 大（東京大総合研究博） 
P-5 阿蘇カルデラ北部阿蘇谷およびその外輪山域の花粉および珪藻化石群集 *長谷義隆（御所浦白亜紀資料館），

岩内明子（アバンス），打越山詩子（熊本県文化企画課松橋収蔵庫），野口絵梨（富士通九州システムエンジ
ニアリング） 

P-6 草原景観は花粉分析で検出できるか－阿蘇地域における表層土壌中の花粉組成とその化石花粉組成への応用  
*佐々木尚子（地球研），河野樹一郎（産総研），河野耕三（綾町企画財政課），長谷義隆（御所浦白亜紀資料
館），宮縁育夫（熊本大） 

P-7 阿蘇カルデラ北部における完新世の環境変遷－古生態学的手法からみた草原植生と火事の歴史 *河野樹一郎（産
総研），林 貴由・高原 光（京都府大），佐々木尚子・湯本貴和（地球研） 

P-8 東北タイ各地域の表層部より産出した植物珪酸体化石群 *江口誠一（千葉中央博），岡田直紀（京都大），Somkid 
Siripatanadilok・Teera Veenin（カセサート大） 

P-9 四国山地における微粒炭分析の試み 小椋純一（京都精華大） 
P-10 大学・博物館等に保存された証拠標本を用いた環境変動の推定 *富塚朋子・辻 誠一郎（東京大），宮田昌彦（千

葉中央博） 
P-11 霞ヶ浦沿岸花室川出土の大型植物遺体 住田雅和（歴博）  
B「人と植物の関係史」 
P-12 山形県，押出遺跡における植生変遷と人間活動 *安 昭炫・辻 誠一郎（東京大），國木田 大（東京大総合研究博） 
P-13 遺跡環境整備による人と植物のかかわり史復元の可能性－史跡平出遺跡における植生復元とそれを巡る諸問題

－ *酒井宏美・辻 誠一郎（東京大） 
P-14 群馬県榛東村茅野遺跡出土土器に残された種子圧痕のレプリカ法による観察 *洞口正史（群馬県教委），佐々

木由香・米田恭子（パレオ・ラボ），角田祥子（榛東村耳飾り館） 
P-15 日田市佐寺原遺跡の土抗出土炭化種実組成からみた弥生時代中期の植物利用 *佐々木由香・スダルシャン バン

ダリ（パレオ・ラボ），比嘉えりか・今田秀樹（日田市教委） 
P-16 南九州における食用植物の利用－とくに古墳文化周縁部の事例について－ *中村直子・寒川朋枝・真邉彩（鹿

児島大），大西智和・鐘ヶ江賢二（鹿児島国際大） 
P-17 種子圧痕プロジェクトの 2008 年度の研究成果について 小畑弘己・*仙波靖子（熊本大埋蔵文化財調査室） 
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P-18 モンゴル・アウラガ遺跡の植物遺存体－祖先供養と栽培植物－ 小畑弘己（熊本大埋蔵文化財調査室） 
P-19 清原小魯里の炭化層出土の稲籾再考 安 承模（円光大） 
P-20 アリと種子－動物撹乱の一例－ 安 承模（円光大），*安 ヒョンジュン（全北文化財研究院） 
P-21 全南大学博物館所蔵の三国時代土器の圧痕研究 *金 民玖・鄭 有珍（全南大） 
P-22 水田表層堆積物の花粉組成：神奈川県葉山町谷戸田での事例 *上中央子（東北大），那須浩郎（総研大），佐々

木由香・スダルシャン バンダリ・菊地有希子（パレオ・ラボ） 
P-23 編組製品素材可能植物データベースの作成 *小林和貴・上中央子・田中孝尚・米倉浩司・大山幹成・鈴木三男

（東北大） 
P-24 九州地方における中世・近世の下駄の樹種 高橋 敦（パリノ・サーヴェイ） 
P-25 近世中・後期の社寺建築にみる樹種選択 *能城修一（森林総研），藤井智之（森林総研関西支所），山本博一

（東京大） 
P-26 丹後半島の民家建築部材にみる木材利用 *村上由美子（地球研），奥 敬一（森林総研関西支所），佐久間大輔

（大阪自然史博），堀内美緒（国連大高等研），井之本 泰（里山ネットワーク世屋），深町加津枝（京都大），
杉山淳司（京大生存圏研），大住克博（森林総研関西支所），湯本貴和（地球研） 

P-27 エタノール溶液で保存した植物遺体の 14C 年代測定－エタノールが年代測定に与える影響の有無に関する比較
実験― *工藤雄一郎（歴博），百原 新（千葉大），中村俊夫（名古屋大年代測定総合研究センター） 

◆口頭発表の方法 
時間は質疑応答を含めて 15 分，会場備えつけの設備（Windows, Mac 各１台）を使用したパワーポイントによる
発表とします。持ち込みのコンピューターは使用できません。パワーポイントファイルは Windows の場合のみ
PowerPoint 2003 または 2004 で読み込み可能なものとします。PowerPoint 2007 でファイルを作成した場合は
[PowerPoint 97-2003 プレゼンテーション]形式で保存して下さい。パワーポイントファイルは，USB メモリに保存
してご持参ください。データの受付は，会場でおこないます。7日の発表者（O-1 から O-10）は 7 日の 8 時 45 分
まで，８日の発表者（O-11 から O-16）は 8日の 8時 45 分までに提出して下さい。 

◆ポスター発表の方法 
ポスターボードは幅 90cm，高さ 180cm です。ポスターの掲示は，7日 8 時半から 8日 14 時まで可能です。今大
会ではポスター発表の数が多いため，発表時間を 8 日の午前と午後の 2 回に分けています。午前にポスター番号が
奇数の方（P-1, P-3･･･），午後に偶数の方（P-2, P-4･･･）に発表していただきます。該当の時間には必ずポスター
の前で発表して下さい。なお，8日 14 時を過ぎても掲示されている場合は，大会事務局で処分させていただきます。 

◆大会に関する連絡先 お問い合わせ等は taikai24@hisbot.jp 大会実行委員までお願いします。 
 
 
◆第６期日本植生史学会役員（任期：2007年10月1日～2009年度大会） 
 会 長：南木睦彦 
 評議員：鈴木三男，高原 光，辻 誠一郎，百原 新，山田昌久 
 幹 事：守田益宗（事務局長），那須浩郎（庶務），工藤雄一郎（会計），佐々木由香（広報・渉外） 
 編集委員会：能城修一（委員長），大井信夫（副委員長） 
 行事委員会：山本直人（委員長），佐々木尚子（副委員長） 
◆第７期日本植生史学会役員（任期：2009年10月1日～2011年度大会） 
 会 長：南木睦彦 
 評議員：植村和彦，鈴木三男，高原 光，松下まり子，百原 新 
 幹 事：西田治文（事務局長），那須浩郎（庶務），工藤雄一郎（会計），佐々木由香（広報・渉外） 
 編集委員会：能城修一（委員長），大井信夫（副委員長） 
 行事委員会：近藤 敏（委員長），藤井理恵（副委員長） 
 

 事務局： 
●連絡・問合せ 庶務幹事 那須浩郎 〒240-0193 神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）総合研究大学院大学葉山高等

研究センター TEL:046-858-1598（2009 年 8 月より変更） FAX:046-858-1544 
●入会・異動・退会・購読の申込み 会計幹事 工藤雄一郎 〒285-8502 千葉県佐倉市城内町 117 番地 国立歴史民俗

博物館  研究部考古研究系  工藤気付  日本植生史学会  TEL:043-486-4266（直通），
FAX:043-486-4299（考古研究系共通） 
庶務・会計：hbmain@hisbot.jp 会誌投稿：hbjournal@hisbot.jp（2009 年５月より変更） 

●編集・発行  日本植生史学会 広報・渉外幹事 佐々木由香 hbnews@hisbot.jp 
●学会ホームページ http://wwwsoc.nii.ac.jp/historbot 


